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司会 今回私どもの,2週間前にございました形成外

科学会でも,スウェーデソのヨ-テポリからリリア教授

が招かれて,同じような趣旨のお話をされてましたが,

やはり,上顎の発育不全は非常に問題であるということ

管,同じような意見が出されましたが,その穴を埋める

方法として,Hotz法を聞かせていただきまして,どう

もありがとうございました,最後にですが,星先生お願

いします.
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第356回新潟医学会シンポジウムが ｢形成外科の主要

対象と最近の進歩｣のテ-マで田島達也教授の司会のも

とに開催されたのはつい先日のようをこ思われる. しかし,

それは今から丁度17年前の i980年同じ4月19日の土曜

Elであった.当時の記録を見ると次の通 りであるl).

形成外科の対象と基礎 星 栄一

頭蓋顔面外科 土石 弘 く北里太形成 ;現近畿大学形

成教授)

頭頚部腰癌と再建 田井良明 (聖マリ医大形成 ;現久

留米医大形成教授)

形成外科領域におけるマイクロサ-ジャTj- 石田寛

友 (聖マリ医大形成 ;硯聖マリ医大形成教授)

静鯵たるメンバ…で形成外科の広い領域にわたっての発

表であった.感慨深いものがある.

さて,今回は私の前に7名の演者により発表があった

那,どなたも触れられなかったが形成外科領域では重要

なテーマをこついて最近の話題を取り上げてみたい.

1 組織伸展法 (tissueexpansion)

1957年 Neuma_nnが小TT･症し')再建に,咋合後部に二lL

ふ風船を埋入 して膨張させ,皮膚の伸展を行ったのが,

臨床応用の始まりである.しかし結果はあまり良くなかっ

た2).

且976年 Radovanは,remotevalveの付いた innatable

silicollede＼･iceを作成 し.種 々の症例に使用した3 .

Austadも1975年頃よりseLfimnatablesiliconepTOS軌esis

を開発 し 基礎的な組織学的変化を研究 し 臨床応用さ

れる様をこなった隼

これは皮下にシリコン魁の風船,つまりtissueexpander

を挿入し 徐々に皮膚を伸展させ,伸びた皮膚を利潤 し

て近傍の広範囲な母斑や療病を-∩-度をこ切除縫縮する方法

である.これは形成外翻 こおいては micTOVaSCulwsurgery

をこ匹敵する進歩であると言われている.

2 脂肪吸引法 (lipoL<ud･ion)

成人の体脂肪細胞数は-窪で,肥満は細胞の俸葦が増

加するもので,脂肪細胞数を減少させれば,容易をこ再び

脂肪の事績を生 じないという原理によっている.

2-3cm の小切開口より細かいカニュ-レを挿入 し

て皮下脂肪を吸引する方紋で,1977年に mouzらが発

案 して以来広 く行われるようになった5).本法は皮切が

短く,出血も少ないという利点がある.皮膚に弾性が残っ

ている比較的若い人の腹部,顔面,腰部,殿部,上腕,

大腿などの部位に適応がある.

3 脂肪注入法 (fatinjed､i()n)

1986年 川ouzによ-.､て報告された方法で,脂肪組織

は遊離移植では生者 しないが,脂肪細胞は細胞培養の原

理で生者することがわかった6).前項のように脂肪吸引

した脂肪を洗浄と渡過を行い,脂肪細胞のみにして皮膚

の陥凹部の皮下に注入する.吸引部にも経入部をこもほと

んど療痕を残さず,簡便な方法である.術後にある程度

の脂肪の吸収が起こるので,やや過矯正気味に注入する

必要がある.

4 内視鏡手術 (endt)set)pirSurg･Pryr)

近年,各科で内視鏡手術が導入されているが,形成外

科領域でも例外ではない7). しかし自然体腔がない形成

外科領域では,整形外科,泌尿器科,外科,産婦人科な

どより導入が遅れた.

形成外科では主に美容外科の分野で応用されている.

しかし率には漏斗胸に内視鏡手術を行ったりされている

が,自ずと適応が定まって来るものと考える.

今後は三次元内視鏡や内祝鏡下マイクロサ-ジャリ-

の発展が望まれる.

5 ケロイドの治療 (keLIoid)

ケロイド殿治療は,形成外科の疾患の中でも難渋する

ものの1つであるが,近年幾つかの新 しい治療法が開発

された.

1つは,抗アレルギ-剤としてわが国で開発された ト

ラニラストが,ケロイドにも有効であることがわかり,

健操に適応が追加された8)9)

2つ目は,1980年代初頭から siliconeだelsheetを

ケロイドに密着させておくことにより,ケロイドの臨床

症状が改善することがわかり,広 く使用されているIO).

作用磯序はまだ充分には解明されていないが,圧迫作屑

ではなく,保湿効果が有効のようである.

ケロイドの治療闘 夏特効的なものはなく,従前の方法

に加え,選択の幅が広 くなったということである.

6 培養表皮移植 (culturedepidermalgraft)

細胞工学の進歩をこ伴い組織培養も発達 し,培養表皮移

植ができるようになった11㌦

広範囲深達性Ⅱ度熱傷では救命目的で.一時的iこ同種

培養表皮を移植して,体液漏出を防止し,全身状健の改

善をはかる.わが国でもいくつかの施設で常時同種培養

蓑皮を凍結保存している.
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自家培養表皮は,広範囲深達性Ⅱ度熱傷の受像直後に,

本人から切手大の皮膚を採取 し 約 1カ月間で 104cm2

以上の面積に培養 して移植する方法である.それまでの

時間嫁ぎに同線培養表皮移植や同種皮膚移植を行う.栄

国では商業ベースで自家培養表皮を作成する会社があら

われ,わが国でも利用できるようになった,

7 人工真皮 (artificialskin)

人工薬皮は,それを移植することにより真皮類似様の

肉芽を形成する,皮膚全層欠損にこれを用い,寮皮が形

成されたところで薄い分層植皮を行う.または,これま

で遊離植皮が生者 しないとされていた漉露出部や骨露出

部にも人工真皮を移橡 して寮皮様肉芽を作成 してから分

層植皮をする11).yannas,Burkeら (1980)によりは

じめて報告されたが12),世界で初めてわが国で2種類

の人工真皮が商品化された.いずれもシ1)コソフイルム

とコラ-ゲンスボンジの2層構造である.

ボ 創傷被覆材 (wounddreLqSing)(表 1)

1962年の Wirlterらによる moistwoundhealing

の理論により,湿潤環境が表皮形成を促進することがわ

かった13).創面からの湊出液の中にはさまざまな創傷

治癒促進因子を含んだ生理活性物質が含まれ 湊出液は

最も茸堅悪的なス-プであるといわれている.

したがって,最近ではおびただしい数の閉鎖性被覆材

が開発され販売されている.それらの使用にあたっては,

劇の穫輝や状態に応 じて適切な被覆材を選択 しなければ

ならない.

表 1 人工閉鎖性被胃相

1 粘着フザルム
オブサイト,テガダーム,
バイオタルシブなど

2 ハイドロコロイド
デュオアクティブCGF,
コムブJt-ルPRD,ビジダーム,
キュテすノバ ･-イドロ,テガソ-フ
アブソキュア-ウソドなど

3 -イ ドロゲル
クリアサイ ト,ヌ-ゲル,
ジェ リパームなど

4 アルギン酸塩
カル トスタッ ト,ソ- プ サ ンなど

5 合成複合材料
-イドロサイト,
-イドロサイト･キャビティなど

6 薬剤除数性合成材 料
ゼメックスエビキュール
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9 シリコンゲル人工乳房の現況

シリコンゲル人工乳房 (以下人工乳,房)が 1992年米

国に追従 してわが国でも販売停止した事情について紙面

の許すかぎり紹介 したい.

人工乳房は1963年 Cronimにより開発され,画期的

な安全な体内埋Å材料として,米国では約400万鳳 わ

が国でも約6万個が使用されてきた一遇義20数年間の諸

外国の臨床例でも,発癌性や自己免疫疾患の惹起につい

ては,人工乳房が原因であると科学的に因果関係を証明

した研究はない.

しかし米国において,人工乳房についての訴訟とマス

メディアの騒動は,米国の訴訟制度とマスメディアによ

る世論の誘導が関係 している,これは ｢マスメディアと

弁護士による偉大なタカリであった｣とも言われている.

ちなみにヨ…ロッパ諸国では人工乳房に関する規制や使

用制限は全 くない,

人工乳房は単なる美容外科に使用するのではなく,乳

房再建においては有用なものであり是非必要なものであ

る.厚生省が米国に追従 して使用を規制するのを黙視す

るのではなく,われわれ形成外科医が,日本形成外科学

会が患者のために行動を起こすべきであったと反省 して

いる.
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司会 熱の入った御発表で少し遅 くなったことをおわ

びいたします.今回も形成外科の最近の進歩ということ

で各分野から得意な面を中心に発蓑していただきました

那,それぞれ自分たちの得意なところ,また,少し弱い

ところも改めて分かったところもあるのではないかと思

います.今後またお互いの特数といいますか,専門に関

して更にこの新潟の形成外科含めまして発展に尽くして

いただきたいと思います.今日は本当にありがとうござ

いました.それから当番幹事の先生方,縁の下の力持ち,

いろいろどうもありがとうございまLた.今E3はこれで
お開きといたします.


